
ナノテクのスペシャリスト育成ナノ高度学際教育研究訓練プログラム
９
、
１
０
期
生
の
修
了
証
授
与
・
開
講
式
開
く

ご
あ
い
さ
つ

学際を越え人材育成

大
阪
大
学
ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
デ
ザ
イ
ン
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
長
原
田
明
氏

　
大
阪
大
学
の
関
連

部
局
の
教
員
が
参
画
実

施
し
て
い
る
国
内
唯
一
の
ナ
ノ
理
工
学
人
材
育

成
の
た
め
の
広
域
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
大
阪
大
学
ナ

ノ
高
度
学
際
教
育
研
究
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
社

会
人
教
育
は
６
０
０
人
を
超
え
る
修
了
生
を
送

り
出
し
、

年
度
で

年
目
を
迎
え
る
。
米
国

が
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
重
要
な
技
術
と
位
置

づ
け
、

年
に
「
米
国
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
を
宣
言
し
、
研
究
開
発
支
援

に
乗
り
出
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
そ
の
直
後
に
始
ま
っ
た
も
の
で
、
学

際
を
越
え
た
横
断
的
な
ナ
ノ
人
材
育
成
、
社
会

貢
献
事
業
と
し
て
草
分
け
的
な
存
在
に
な
っ
て

い
る
。

　
ま
た
、
世
界
的
に
見
て
も
こ
の
よ
う
な
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
間
、
従
来
の

先
端
技
術
セ
ミ
ナ
ー
に
よ
る
技
術
習
得
や
課
題

設
定
に
よ
る
研
究
開
発
の
促
進
と
は
異
な
り
、

基
礎
科
学
か
ら
応
用
技
術
に
い
た
る
内
容
豊
か

な
社
会
に
開
か
れ
た
有
用
な
人
材
育
成
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
企
業
や
第
三
者
機
関
な
ど
か

ら
高
い
評
価
を
頂
い
て
い
る
。

　
若
手
が
多
い
受
講
生
に
と
っ
て
は
新
し
い
知

識
の
習
得
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
、
企
業
に
お
け

る
研
究
開
発
活
動
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
つ

な
げ
る
だ
け
で
な
く
、
履
修
生
と
講
師
陣
、
履

修
生
・
修
了
生
同
士
を
結
ぶ
交
流
の
場
と
な
っ

て
い
る
。
履
修
生
を
送
り
出
す
企
業
に
よ
り
構

成
さ
れ
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
支
援
も
得
て
、

産
学
連
携
相
互
の
人
材
育
成
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

全
国
に
広
が
り
つ
つ
あ
り
、
今
後
も
ご
協
力
ご

支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

第９期の受講生 に修了認定証が授与された

　
産
業
が
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開

す
る
中
で
、
日
本
は
こ
れ
か

ら
も
科
学
技
術
立
国
と
し
て

歩
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
中
で
も
ナ
ノ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
領
域
に
お
い

て
は
ま
だ
ま
だ
人
材
が
必
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
阪
大

学
が
実
施
し
て
い
る
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
次
代
を
担
う
ナ

ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
技
術
者

育
成
の
た
め
の
強
力
な
ツ
ー

ル
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
四
日
市
商
工
会
議
所
で
は

２
０
０
９
年
度
か
ら
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
、
通
常

の
夜
間
講
義
や
土
曜
特
別
講

義
を
中
継
し
て
い
る
。
ま

た
、
独
自
の
取
り
組
み
と
し

て
四
日
市
の
事
業
所
を
対
象

と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
や
講
演
会

式
辞

▼

大
阪
大
学

　
大
阪
大
学
は
３
月

日
、
大
阪
市
北
区
の
大
阪
大
学
中
之
島
セ
ン
タ

ー
で
、
ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
・
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
部
局
横
断
教
育

「
ナ
ノ
高
度
学
際
教
育
研
究
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
社
会
人
教
育
」
２
０
１

２
年
度
第
９
期
生
修
了
認
定
証
授
与
式
お
よ
び
、

年
度
第

期
生
の

開
講
式
を
開
い
た
。

年
度
ま
で
に
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
し
た
学
生

や
社
会
人
は
合
わ
せ
て
１
７
０
０
人
超
で
、
多
様
な
分
野
で
学
際
を
越

え
た
ナ
ノ
テ
ク
領
域
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
式

典
で
は
原
田
明
大
阪
大
学
ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
デ
ザ
イ
ン
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
長
と
と
も
に
、
遠
隔
中
継
で
結
ん
だ
四
日
市
商
工
会
議
所
か
ら
齋

藤
彰
一
ナ
ノ
理
工
学
人
材
育
成
産
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
理
事

四
日
市

商
工
会
議
所
会
頭

が
受
講
生
た
ち
に
修
了
証
を
授
与
し
た
。
そ
の

後
、
産
学
界
か
ら
の
式
辞
に
加
え
、
恵
比
須
繁
之
大
阪
大
学
理
事
・
副

学
長
の
特
別
講
義
が
行
わ
れ
た
。
遠
隔
講
義
シ
ス
テ
ム
で
結
ん
だ
東
京

教
室
も
含
む
４
会
場
に
１
４
０
人
余
り
が
集
っ
た
。

ナノテク技術者必要企業の積極的参加望むナ
ノ
理
工
学
人
材
育
成
産
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
理
事
・
四
日
市
商
工
会
議
所
会
頭
齋
藤
彰
一
氏

受
講
生
へ
熱
い
期
待
産
学
か
らナ

ノ
理
工
学
人
材
育
成
産
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
理
事
村
田
製
作
所
野
洲
事
業
所
長
・

鷹
木
洋
氏

経
験
糧
に
社
会
で
活
躍
を

大
阪
大
学
理
事
・
副
学
長

産
学
の
連
携
を
強
め
た
い

東
島
清
氏式

辞

　
大
阪
大
学
の
「
ナ
ノ
高
度
学
際

教
育
研
究
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
社
会

人
教
育
」
に

年

間
で
１
５
０
社
を
超
え
る
企
業
か

ら
参
加
が
あ
り
、
社
会
人
の
受
講

生
数
は
延
べ
８
０
０
人
に
達
し
て

い
る
。
こ
こ
中
之
島
セ
ン
タ
ー
か

ら
発
信
さ
れ
た
遠
隔
講
義
は
、
こ

れ
ま
で
に
日
本
の
北
は
秋
田
か

ら
、
西
は
今
治
ま
で
、

の
サ
テ

ラ
イ
ト
教
室
に
配
信
さ
れ
た
こ
と

に
な
り
、
全
国
規
模
の
実
績
を
有

し
て
い
る
。

　
大
阪
大
学
ナ
ノ
理
工
学
人
材
育

成
産
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
は

「
産
学
連
携
相
互
人
材
育
成
」
の

考
え
に
賛
同
し
、
こ
の
５
年
間
に

社
の
企
業
が
社
会
人
教
育
に
受

講
生
を
派
遣
す
る
と
共
に
、
大
学

院
生
に
対
す
る
教
育
に
も
講
師
派

遣
に
よ
り
参
画
し
、
研
究
情
報
交

流
お
よ
び
長
期
展
望
研
究
テ
ー
マ

勉
強
会
な
ど
を
共
催
す

る
こ
と
で
、
現
在
と
将

来
に
向
け
て
の
人
材
育

成
面
で
の
産
学
連
携
活
動
の
強
化

に
努
め
て
い
る
。
産
学
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
と
し
て
も
、
他
に
類
例
を

見
な
い
極
め
て
充
実
し
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
し
て
、
そ
の
成
果
が
産
業

界
お
よ
び
社
会
に
貢
献
さ
れ
る
こ

と
を
大
い
に
期
待
し
て
い
る
。

　
第
９
期
生
の
皆
さ
ん
、
た
ゆ
ま

ぬ
努
力
の
結
果
、
み
ご
と

人
全

員
が
修
了
資
格
を
得
ら
れ
、
誠
に

め
で
た
く
お
祝
い
申
し
上
げ
る
。

ナ
ノ
理
工
学
は
幅
広
い
学
際
分
野

に
ま
た
が
り
、
初
め
て
学
ば
れ
る

方
は
戸
惑
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
週
１
回
、
仕
事
を
終
え
て
か

ら
の
３
時
間
の
講
義
な
ど
つ
ら
い

こ
と
も
あ
っ
た
と
思
う
。

　
そ
の
一
方
で
、
こ
の
間
に
、
多

く
の
教
員
と
そ
の

研
究
内
容
を
知

る
こ
と
が
で

き
、
ま
た
受
講

生
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
知
識
の
交
換
も
広
が
っ
た
と
思

う
。

　
こ
れ
ら
の
経
験
を
今
後
の
糧
と

し
て
、
各
職
場
で
の
ま
す
ま
す
の

活
躍
と
産
学
や
産
産
の
交
流

促
進
を
期
待
し
て
い
る
。
第

期

新
入
生
の

人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

目
標
を
持
っ
て
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
臨
ん
で
い
る
と
思
う
。

　
変
化
の
激
し
い
時
代
に
あ
っ

て
、
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
は
す
ぐ

に
古
く
な
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
、

日
本
人
の
平
均
年
齢
は
ま
す
ま
す

高
く
な
っ
て
い
く
。
一
人
ひ
と
り

が
学
び
続
け
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
各
人
の
能
力
を
最

大
限
に
発
揮
す
る
こ
と

が
、
こ
れ
か
ら
の
日
本

社
会
に
と
っ
て
重
要
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
頂

き
、
将
来
の
産
業
界
を
担
う
高
度

科
学
技
術
人
材
に
な
っ
て
も
ら
い

た
い
。

を
実
施
し
て
い
る
。
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
４

年
間
で
の
べ

社
が
参
加

し
、

人
が
受
講
し
て
全
員

修
了
し
た
。

年
度
は

社

名
が
受
講
す
る
が
、
そ
の

う
ち
２
社
は
中
小
企
業
と
な

っ
て
い
る
。
商
工
会
議
所
の

会
員
企
業
の
８
割
は
中
小
企

業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

年

度
か
ら
受
講
費
用
を
補
助
す

る
な
ど
参
加
し
や
す
い
仕
組

み
に
し
て
い
る
。
そ
の
ほ

か
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
支

え
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
主
催

の
技
術
情
報
交
流
会
も
大

阪
、
東
京
と
同
様
に
遠
隔
講

義
シ
ス
テ
ム
で
中
継
す
る
な

ど
、
大
学
と
企
業
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
新
し
い

技
術
開
発
、
製
品
開
発
を
目

指
し
て
い
る
。
講
義
だ
け
で

な
く
、
交
流
会
・
懇
親
会
も

開
催
す
る
な
ど
魅
力
の
あ
る

動
き
を
展
開
し
て
い
る
の

で
、
企
業
は
積
極
的
に
活
用

し
て
ほ
し
い
。

　
な
お
、
こ
の
ナ
ノ
テ
ク
社

会
人
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
サ
テ

ラ
イ
ト
教
室
は

年
３
月
、

日
本
商
工
会
議
所
か
ら
そ
の

功
績
に
対
し
て
事
業
活
動
表

彰
を
受
け
た
。

　
ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
・
ナ
ノ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
は
、
原
子
数
に
し
て
数
十
個

か
ら
数
万
個
の
集
ま
り
の
微
少
世
界

で
実
現
す
る
新
奇
な
科
学
現
象
と
そ

れ
ら
を
活
用
し
た
最
先
端
科
学
技
術

の
総
称
。
今
日
の
自
然
科
学
技
術
の

根
幹
を
な
す
要
素
科
学
技
術
と
し
て

学
際
融
合
的
に
急
速
に
発
展
し
続
け

て
い
る
。
こ
の
分
野
に
お
け
る
大
学

院
レ
ベ
ル
の
人
材
育
成
に
必
要
な
要

素
と
し
て
は
、
専
門
性
の
保
持
や
ナ

ノ
基
本
技
術
の
習
得
、
専
門
外
へ
の

関
心
と
理
解
、
他
領
域
へ
の
応
用
能

力
、
新
し
い
学
問
領
域
の
創
出
能
力

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
に

は
応
用
力
、
学
際
力
、
構
想
力
を
含

む
総
合
デ
ザ
イ
ン
力
の
育
成
が
求
め

ら
れ
る
。

　
大
阪
大
学
は

年
、
「
ナ
ノ
サ
イ

エ
ン
ス
・
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究

推
進
機
構
」
を
設
立
。
学
際
性
の
強

い
先
端
分
野
に
関
す
る
研
究
推
進
や

国
際
・
産
学
連
携
、
人
材
育
成
、
国

際
シ
ン
ポ
開
催
、
広
報
活
動
を
部
局

横
断
で
組
織
的
か
つ
戦
略
的
に
統
括

し
全
学
的
な
教
育
研
究
の
推
進
を
図

っ
て
き
た
。
中
で
も
、

年
度
に
発

足
し
た
ナ
ノ
高
度
学
際
教
育
訓
練
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
人
材
育
成
活
動
事
業
と

し
て
実
績
を
上
げ
て
い
る
。
科
学
技

術
振
興
調
整
費
新
興
分
野
人
材
養
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
支
援
を
得
て
応
用
力

や
学
際
力
、
構
想
力
を
伸
ば
す
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
最
大

の
特
徴
は
設
計
、
加
工
、
計
測
、
機

能
に
誇
る
大
学
院
レ
ベ
ル
の
実
習
・

演
習
科
目
を
付
加
し
て
い
る
こ
と
。

大
学
院
生
向
け
に
は
学
内
の
多
数
の

協
力
教
員
が
支
援
し
、
各
研
究
室
の

機
材
を
用
い
た
集
中
実
習
を
展
開
。

一
方
、
ナ
ノ
プ
ロ
グ
ラ
ム
独
自
の
実

習
用
機
材
を
ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
デ
ザ

イ
ン
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
に
整
備
し
、
社

会
人
教
育
を
含
め
随
時
実
習
を
実
施

し
て
い
る
。

　
さ
ら
に

年

月
１
日
に
は
、
計

算
機
材
料
デ
ザ
イ
ン
活
動
を
付
加
し

「
大
阪
大
学
ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
デ
ザ

イ
ン
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
発
足

さ
せ
た
。
部
局
横
断
学
際
融
合
組
織

と
し
て
、
大
学
内
の
理
学
・
医
学
・

薬
学
・
工
学
・
基
礎
工
学
・
生
命
機

能
の
６
研
究
科
、
産
業
科
学
・
接
合

科
学
の
２
研
究
所
、
さ
ら
に
超
高
圧

電
子
顕
微
鏡
・
極
限
量
子
科
学
研
究

・
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
学
研
究
・
レ

ー
ザ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
研
究
の
４
セ

ン
タ
ー
な
ど
多
く
の
ナ
ノ
サ
イ
エ
ン

ス
・
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
関
連
部
局

の
協
力
を
得
て
運
営
し
て
い
る
。
大

学
院
レ
ベ
ル
の
ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
総

合
デ
ザ
イ
ン
力
を
育
成
す
る
実
習
重

視
型
学
際
副
専
攻
の
位
置
付
け
を
強

め
大
学
院
生
・
社
会
人
を
対
象
に
部

局
間
連
携
、
産
学
連
携
、
国
内
外
の

大
学
間
連
携
で
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り

高
度
人
材
育
成
の
先
導
を
目
指
す
。

　
一
方
、
社
会
人
向
け
に
は

年
度

現
在
企
業

社
で
組
織
す
る
「
大
阪

大
学
ナ
ノ
理
工
学
人
材
育
成
産
学
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
が
、
ナ
ノ
サ
イ
エ

ン
ス
・
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
中
心
と
し
た
人
材
育
成

活
動
の
継
続
、
発
展
を
支
え
て
い

る
。
こ
の
組
織
は
セ
ン
タ
ー
と
ほ
ぼ

同
時
に
発
足
し
た
も
の
で
、
理
事
に

は
産
業
技
術
総
合
研
究
所
の
ほ
か
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、
シ
ャ
ー
プ
、
ソ
ニ

ー
、
東
芝
、
村
田
製
作
所
、
カ
ネ

カ
、
住
友
電
気
工
業
な
ど

が
名
を
連
ね
る
。
ま
た
地

域
の
活
性
化
な
ど
を
目
的

に
四
日
市
商
工
会
議
所
も

参
加
す
る
。
大
学
と
産
業

界
の
研
究
者
や
技
術
者
が

各
自
の
知
見
を
自
由
に
開

示
。
意
見
交
換
や
議
論
を

通
し
、
互
い
の
新
た
な
価

値
観
に
基
づ
く
研
究
・
開

発
コ
ン
セ
プ
ト
を
明
確
に

し
て
い
る
。
大
学
院
の
部

局
横
断
型
学
際
教
育
と
基

礎
理
工
学
に
根
ざ
し
た
大

学
院
レ
ベ
ル
の
社
会
人
教

育
は
、
大
阪
大
学
の
ユ
ニ

ー
ク
な
大
学
院
教
育
改
革

と
新
し
い
産
学
連
携
の
枠

組
み
を
誘
起
す
る
。

　

年
度
よ
り
４
年
間
、

セ
ン
タ
ー
が
進
め
る
人
材

育
成
事
業
が
文
科
省
特
別

経
費
―
教
育
改
革
―
「
ナ
ノ
サ
イ
エ

ン
ス
総
合
デ
ザ
イ
ン
力
育
成
事
業
の

推
進
」
に
採
択
さ
れ
た
。
応
用
技
術

の
各
論
知
識
習
得
よ
り
将
来
に
役
立

つ
基
礎
科
学
技
術
に
対
す
る
深
い
洞

察
力
の
育
成
を
重
視
。
想
像
力
を
伸

ば
す
先
端
機
器
を
用
い
た
実
践
実
習

を
展
開
す
る
ナ
ノ
高
度
学
際
教
育
研

究
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
教
育
・
事
業

の
拡
大
発
展
に
弾
み
を
付
け
た
。
ま

た
、
全
学
横
断
の
長
期
的
展
望
に
立

っ
て
教
育
研
究
の
方
向
性
を
定
め
部

局
間
で
有
機
的
な
連
携
を
図
る
た

め
、

年
４
月
１
日
に
「
大
阪
大
学

ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
・
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
」
を
創
設
し
研

究
推
進
機
構
の
役
割
を
引
き
継
い
で

い
る
。

四
日
市
商
工
会
議
所
と
中
継
を
結

び
、
２
会
場
同
時
に
修
了
認
定
証
授

与
式
と
開
講
式
が
行
わ
れ
た

（ ） 【特別企画】 ２０１３年 平成２５年 ４月３０日 火曜日 　　


